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沖縄背弧海盆伊平屋海凹のシロウリガイサイト
とピラミッドサイトの熱水噴出孔生物群集の生
態学的観察

金　 東成＊1　太田　 秀＊l

19!x）年５月16日およびＳ月17日の「しんかい2000」のダ４プ詐480および蒭481に

おいて，前年度に引き敍き沖縄背弧狗盆の伊平屋小海嶺東部の熟水噴出孔の生勧群

蠡を訪れた．堆積底のシロウりガイサイ｝（水深14（ｌｍ）と，鎔岩と熱水析出勧の

岩盤からなるピラミツｒサイト（水潔1390m) の２つのターゲットを定め，距靂的

|二は近傍であるが基盤の異なる生物群集を比較することI二主眼がおかれた．シロウ

リガイサイトの生物群集に１年間の畤閥変化はほとんど認められなかった．また，

黙的冥常はほとんど認められずむしろ冷湧水的な温度環瞬であ.りながら，生物群集

は熟水的であることが再礎認された．

堆積物に被観されシロウリガ４サイＨま，生物量としてはシロウリガ４が，個体

数としては２扣のミョウガガイ鋼が優占する．岩盤からなるピラミッド嚶イトは２

摺のえぴとシンカ４ヒパljガイ躓が個体数で卓越し，童物皿では歓種の海綿が優占

した．また．シロウリガイ，大型のハオリムシ，ミ１ウガガイが認められなかっ

た．

Submersible  observations and comparison  of the biological

communities  of the two  hydrothermal  vents on the Iheya

Ridge  of the Mid-Okinawa  Trough

Dong  Sung KIM  *2 Suguru OHTA*2

During  the Dives  480  and  481 of  the submersible  SHJNKAI  2000  on  May

16  and  17, 1990,  two  hydrothermal  vent communities  on  the northern  slope

of  the Jheya  Ridge  in the  Mid-Okinawa  Trough  (27*32.5 N  ; 126*58  S'E :

depth  1400m)  were  visited

The  first site, "Calyptogena  Site*＼ was  characterized  by  relatively thick

blanket  of  sediments, pleated  and/or laminated  lava How,  with occasional lo-

bate  pillows and  white  and  yellow  stains. Although  no  remarkable  shimmer-

ing  water  and  thermal  anomalies  were  detected  during  the observations  and

sampling  of  the dense  patches  of  organisms,  the extraordinarily thick com-

munity  must  be  fueled  by  hydrothermal  chemicals.  The  community  was

dominated  by  Calyptogeno  sp. nov.  in biomass,  primitive scalpellids (Neole-

pas  spp.)  and  slender  vestimeutiferan  tube  worm  in number.  The  second
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site," Pyramid  Site", situated only  200m  northward  to  the "Calyptogena  Site"

have  typical clear smokers  over  200*  C,  and  characterized  by  the  hard  sub-

stratum  of  volcanic rocks  and hydrothermal  slabs.

Bearing  two  themes  in mind,  i, e., 1) to follow the temporal  variation (suc-

cession)  of  the biological communities  at the "Calyptogena  Site" over  a year,

2) to compare  the communities  between  the sediment  covered  and  hard  rock

vents,  the  two  missions  were  dedicated  to  observations  on  their  life forms,

behaviors,  feeding  habits and  inter-specific competitions,  together  with  collec-

tion of as many  animals  as possible.

No  remarkable  succession  was  perceived  at the  "Calyptogena  Site" over  a

year. Many  of  the  vent  members  occurred  at both  sites. However,  Calyp-

togena  sp. which  were  confined  to sediment  bottom,  Neolepas  spp. and  larger

vestimentiferan  tube  worms  were  found  to thrive only  at the  "Calyptogena

Site".

Keywords  : Iheya  Ridge,  hydrothermal  vent  community,  Calyptogena,  ves-

timentiferan  tube  worms

１．はじめに

熱水噴出孔は噴出物自体の耡きで孔部を閉じる

連命にあり，その寿命も数十年以下と見積もられ

ている。したがってある熱水噴出孔の周辺に繁栄

する生勧齶集もほぽ同じタイムスパンで変遷する

と考えられる。その意味で前年のタイプ ＃409お

よび＃410で発見した伊平屋 Ａ 海域( 通称伊平屋

小海嶺東部:27 °33.0 Ｎ ； 126°58.2'E : 1360・～

1405・) のシロウIJ ガイサイト( 太田,1991b 参

照) を再訪し，同一サイトでの生物群集の畤|司的

変遷を追跡することに大きな期待がもたれた。一

方，伊平ａ Ａ海域のシロ ウリガイサイトの20{}ｍ

北側には加0℃以上の高温のクリアスモーカーと

濃密な生物群集を特徹とするピラミ７ドサイトが

発見された( 木村ほか｡1989 ；田中ほか，1989)。

前者はチ ムニ ーや“ゆらぎ1･状の熱水噴出あるい

はガ スの自噴を伴 わない堆積物で覆われた場所で

あるが，それにもかかわらずこの地域に著しい密

度の熱水性生物群集が認められていた。後者は溶

岩と熱水析出物の岩盤からなる典型的な熱水地荀=

である。これら２つのターゲ ット鬨で，距離的に

は近傍であるが基質の異なる生物群集を比較する

こと もおおいに興味をそそる。 平成２年度のタイ

プ＃48{}および＃481はこ の２主題をメインテーマ

する ものであった。本潜航報告においては多岐に

わたる惆ill的な研究成果とは別に，産状の記職と
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生態観察 を中心に報告する。

２．調査地点と研究装備

双方のタイプとも沖縄舟状海盆伊平屋小海嶺北

東部の水深約1400rｎ前後の平坦部に位俺するシロ

ウリ ガイサイトと，その北方約200m に位置する

ピラミッドサイトを訪れた （図1 ）。

1991 年５月16 日のタイプ 参480には群集構造の

記載用に鉛直方向にセ ットした白黒フィルムを装

填したステレオカメラ，小型のベ イトトラフプ２

個，中型のペイ１トラ･・プｌ個，化学吸 着剤を付

けた祈り盤み式のベ イ１トラップ１個，探泥管２

本， 黝峻，白金抵抗 温度プロープ を艇に装伽し

た。 翌５月17 日の タイプ＃481 には小型のベ イト

トラ７プ，手綱，採泥管，温皮プロープを装備し

た。 さらに両タイプ を通じてペイロード・ラック

（廂下） には開閉式 近底 層プ ラン クトン ネット

（ＲＭＴ 改良型）（菊池ほか，1991 参照） を装着し

た。

３．潜航記録と観察

前年度の経験を踏まえ， タイプ ＃480ではシロ

ウリガイサイトに容易にアプロ ーチできた。 タイ

プ ＃481では逆に，ピラミッドサイトを先に訪れ，

シロウリガイサイトを探したが，目的地に到達す

るのにかなりの時間がかかった。以 下に タイプ ＃

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH　 ０９９】)



図 １．前年度の潜航糞409 と ＃410 お よ び本年度 の潜航＃

480 と ＃481 の 航 跡と海底地 形 の概略.P ｓ : ピ

ラ ミフドサ イト，Ｃｓ: シ ロウリガ イサ イト

Ｆｉｇ. 】. Track lines of Di,･ｅs 409. 410, 480 and 181 01

(he SeaBea ■l map cl lhe relevant site. Pｓ: Pj-ra-

ｓid Site, Ｃｓ: Ｃｇｌｙl衂ｒjla Site.

･184〕，＃481 潜航中の海底， 生物の櫺 子お よび作業

内容 を時 間を追 って記 す。

(タイプ ＃4釦:1990 年 ５月16 日)

11 :01　 平らな海底を観認( 深度1･101m) 。

ｎ:04　 白い粉 末が散在してい る所 に着底。

体長30 ～40cm の ミツマ タナマ コが かな りの密

度で見え る。絏らは泥表の有機デト リタ スを選択

的 に摂 食する生物であ る。 おそらく自由生 活の化

学 合成細 菌がすでにこ の辺りの堆積 物の炎iliにも

多 い の で あ ろ う。深 海 性 の ウ ナ ギ 順 Ｓ戸･砂恥

ゐyｌ･ldll･３， ト カ ゲギ スAltlr。andia ｓがij･13や ギン

ザ メ類 も通常 の海底で期待 される密度より もかな

り高い。 これら の魚類はふつ う熱水噴出孔 坐物に

固 有な生物には 数えないが，こ この海水の雰囲賀

が通常 の生物に 有毒な化学成 分が希陣であ ること

を示している。

11 : 09　 水深1400 ～1410m の 範囲は か な り平 ら

で， 明 色 の 細 粒 堆 積物 に 覆 わ れて い る。 水深

1400nl 沿いには所々に黒褐色 の積層綉造を持った

岩，長卵 形の枕状溶 岩および多くの しわに覆われ

たシート状の スラブが雀出す る。 岩貿は典･型的な

玄武岩とは異な り。 かなり珪巌分の多い噴出むと

思 われる。そ の爲冫1の 上には白くて 九いガ ラス海

耜 顫 のイ イジマ オキナカ イメンPlie  roue。ia V"･lal･
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Okada が見え る。そ の回りの海底 にはシロ ウIJ ガ

イ死殼。露 岩上には ガラ ス海綿頬 と大型で中央部

に 髞大幅 を持 つカ イロ ウド ウケツ の仲 間 £,φ1・ｃ･

1111a sp,｡大 型い そ ぎ んち ゃ く顫， ケヤ リ ムシ頴

(Sabcllidae : 棲 管径 ５耗程) が生え る。こ れは シ

ロ ウリガ イサ イトの周辺100m 規模 の延長線に 分

布す る。 海綿刄iは 遽過食性 の動物であ り。 これほ

どの密度 を緩持で きるのは底層流中に バクテリア

の クロ ットなどが豊富であ るこ とを思 わせる。

11 : 13　 シロウリガイの死殼が次 第に増 大。

Ｕ:17　 大きなの霧岩の隙川に縫 いハ オリムシが

い る。平らな地而には大 きなハ オリ ムシがまぱ ら

に 体の先端 部約10 ～15cm を垂ili[に出 してい る。

11:24　 イバラガニの歩 く姿が見える。

11:30 堆 積底 の諸処には硫喉カルシウムもしく

は 硫酸バリウムと思われゐ白い 粉末のマット が見

ら れる。

Ｕ:S1　 千匹以 上の細い 八才リムシが，髮が もつ

れた様 な叢 を作ってい るのが 見え る( 写 真 口 。

こ の雰の中には乳白 色平透明 の体色 一白い眼球・

長い額 角・刪 い歩脚 を持つ･411･i･la●,iｓ Sp. と，燈

色 の体色 ・泓い顯球 ・短い額 角・太い 歩脚 を持つ

1e み611･s sl)｡の ２棟順 のエ ビが たく さん住 んでい

る。 また，そ の下の 方には 大きな ハオリ ムシが鰓
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突起を出しているのがみえる。その隣には赤棍色

の長き3 －６ａｌぐらいの中型のシンカイヒパリガ

イ類，シンカイコシオリエピがいる。岩の上には

絢汕扣丿型の ミョウガガイも住んでいる。

この周辺ではシtlウリガイ死殼とヒトデ類を歓

見する。

12: ｎ　 昇り傾斜。

12:24 平らな地面から火成岩城に移行する。シ

ロウリガイの死殼が次第に増えると共にHeiaricia

やGoniasteridceなどのヒトデ顔およびイバラガ

ニを視認。

12:26　 シロウリガイサイトを発見。前年に設置

したトラップ がみえる。

生物が密集しているシロ ウリガイサイトの地形

など全般的な様子は，角礫岩滓およぴ榲砂竝で覆

われた底質に，灰黒褐色の火山性の平板状の岩が

露出している。 その周辺の等深線沿いに帽約５

ｓ，長さ約20m ほどにわたって著しい密度で生気

に柵ちた底生生物が生活していた。 シロウリガイ

が１× ３●，１ｘ ｈ●覩度の･胖集を成していると

ころ以外にも，岩の隙間には30～40，15～2ひ佃位

の生きたものが見られる。

再訪したシロウリガイサイトは，前年度に比べ

て縁辺部のシロウリガイがやや減少してはいる

が，全般的 にはそれほど変 わらない印 象をうけ

た。シロウリガイが旺盛に生きている場所の堆積

物の厚さは約15c・ あり，その回りの堆積物の厚

さは約５ｃｍで。その下は岩盤と思われる。開い

た殼の開口部からはピンク色の外套謨を覗かせ，

不完全なサイフォンを通してゆったりと呼気を噴

・ している。生物量において最も優占するのはこ

のシロウリガイ類であり，パフチ内の現存最は優

に10kg／m2 級と推定される。

シンカイヒパリガイの仲閧は，元来この場所で

は個体数が少ないものの，去年とほぽ変わってい

ない。岩盤上や繃いハオリムシの隙間に住んでい

るのが見える。

13 : 07 小型，中型お よび祈り畳み式のベ イトト

ラつプを設置。

13 : 18 化学的析出物もしくはバクテリアマ･。卜

をかぶっている和|いハオリムシの隙間には大型の

熱水性エピ顫が見えかくれする。前年度は手網で

銚戦したが，殆どが逃げてしまい，マニピュレー
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ターで破砕したシロ ウリガイをオトりにしてやっ

とのことで，少数個体を採集したのだが，今年は

用意したベイトトラップでこれらの長尾類や端脚

顫をよく採集で きた（写真 ２）。この長尾類や端

脚韻は比較的小型ながら俊敏で獰猛な捕食者（消

賞者）である。蓋の穴の大きさに差をつけた２槌

類の小型のベイトトラフプには，餌とした二枚貝

の欹体郤から広がる臭いを追って，まず端脚類が

入って 来る。 大 きい 穴があ るト ラフプには，

yIM･nocarisや£１お鈿11ｓがど んどん接 近して 来る

が。トラップの中に入るまでにはかなりの時間が

かかった。トラップ の奥にある餌 を口まで引き寄

せて，体の鈿半分だけをトラフプの中に入れて。

少しづつ引 きちぎって摂食しては外に逃げるとい

う賢い行動を見せる。しかし，時間の経遡ととも

にトラップの中はエピでいっぱいになった。自然

状態での密喫は200 個体／ｌ ｍｌ程度で，80 ％－

90％の個体はj41・i･･oearisである。 マニピａ レー

ダーで破 砕さ れた 貝に対 ずる接近 の方式に も

ﾉ1汕。・ｃ・吻 は先に 遊泳して来るのだが｡ £，a紬,ｓ

は太い歩磚で歩きながら遅れて接近する。

13 : 37　二枚貝の近傍のＳ岩には極めて古い体洳

を残した２種の未記 載のミ・ ウガガイ類の集塊

と，からみあう小型で細いハオリムシ顴が密集群

蕕を形成している。癲いハオリムシの糸玉はあた

かも牡丹雪に鯉められたように化学的祈出物もし

くはバクテリアマットをかぷっている。これらが

佃体数において最も優占する生物である。シロウ

リガイやハオリムシなどの生物をサンプリングす

る。細いハオリムシの問にはよくトゲクモヒトデ

が隠れて住んでいる。シヱルターというよりは，

ハオリムシの叢下に沈榿した腐泥をねらっている

ものと思われる。

ハオリムシの下，もしくはやや周辺部の糎砂に

陣く覆われた堆積底には闘口部の径が１．１觀度，

全長30 70c 。の大墮のハオリムシが，鎌首を持ち

上げた蛇 もしくはアスパラガスのように開口郤を

10－20c,ｎ直立させて生えている。叢状に群れるこ

とはなく，基部の大部分は堆積物の下で岩に固着

している。 生息密度の高い部分では2｛｝個体／㎡に

達する。潜水艇のカメラを大型のノヽオリムシに向

けて圃定し観察を続ける。体幹の先端郤を地面に

直立させて，ハ オリ部の上にある開口郤から。短
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い鰓 糸と屬い 鰓突起 を伸ば したり引 っ込 めたりし

てい る（写真３）。

最 大 の生 息 密 度 を もつ の が ミョ ウガ ガ イ 類

絢１１ｅ鈿ｓ-tｙpe sp. A であ るが， これは シロ ウリガ

イ やハ オリ ムシな どが密集 してい る回 りの露岩に

固着 して広 く分布 している。 またそ れとは別瞿の

ものと思 われ るミョウガ ガイ 絢，j。扣ｊ sｐ. Ｂ が数

個体づつ ハ オリムシの萄に付潜している のが見ら

れる。 ハ オリムシ の棲管に付着す るミョウガガイ

は， ほとんどが先端部に付い てい る。 こ れは ミョ

ウガ ガイがハオlj ムシが成長して 後付着 したこ と

を示し， ミ１ ウガ ガイ の寿 命は 相対的 に 短く，

opportuniｓlicな繁殖戦略を示 唆している。 繃い八

オリ ムシの上には海綿が付 着する （写真4 ）。

13:40 温疼 測定 を実施。 探索お よびサ ンブル採

集の過程ではチ ムニ ーやゆらぎ状 の熱水噴出は認

め られ ず。伊 是名 や南 奄西 の ように ガ ス （ガ ス

濱）の自噴 も伴 わないので。 厳密に は ’I熱 水噴出

孔”生物群集とは断定しかねるものである。 温度

肝 をシロウリガイか 一番元気よく生 活している中

に差 し込んだ結果，3.1 ℃の周 辺海水温 に比べ0.3

～0.5 ℃ くらい高い3.4-3.6 ℃であ った。

13 : 55 若い イバ ラガニが歩いてい る。

14 :06　 ト ゲクモヒトデ類が小さい 岩の上， もし

くは細いハ オリムシの震中 や上を歩いてい るのが

観察 され た（写真 ５）。こ れは ハ オIJ ムシなど を

探集する時に出て くるのを見るにつ け，想 像以上

に多 いと予 想される。 ほ とんどの ものが同 じサイ

ズである。 また， シロ ウリガ イ群集φ にOphiura

型 のクモヒトデ が見 えた （写裏 ６）。 こ の ２種類

とも伊平屋 の生物群集と しては無視で きない髱で

存在するこ とを指摘 しておこ う。

14:37 採泥管で 白色変色帯の堆 積物を採 取しよ

う とする。 コア・キャッチ ャーを供えた採 泥鴿で

は飛散し， 採集はで きな かった。 粒子の粘着性 が

希 薄であ るこ とから， このマ 。Ｆは ＆ｇ 洳ｓ な

どの糸状細菌を主体 としたもので はなく， 炭酸塩

もしくは硫巌塩を主成分 とする化学的析出 物と思

われる。

14:48 閤閉式 近底 層プ ラ ンクネット(RMT 改

良 型）を開いて10 分くらい周辺を走る。

15:10 離底。

（タイプ ＃481 : 1990 年 ５月17 日）
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10 : 55　 溶 岩 上 の お ぴ た だ し い 数 の 戸ll肖･11･･la

llyi・･ai と シ ロ ウ リ ガ イ の 貝 般 と と もに 海 底 を視

認 。 ピ ラ ミ７ド サ イト を 目指 し て さらに 前 逃 。

I 】:07　 白 い 変 色 帶 と水 の ¨ゆ ら ぎ･I 状 の噴 出 を

観 認 。

I 】:08　 ピ ラミ ッ ドサ イ ト の西緑 に 到着 。 ピ ラ ミ

ッ ドサ イ ト の様 子 を 見る と ，全体 的に は 中 の 抜け

た 溶 岩 の 岩 板 の 問 か ら 熱水 が 出 て い る の か 見 え

る 。 創 れ 目 から沸 き上が る ’･ゆ ら ぎII 状 の 水 の噴

出 孔 の 回 りに は細 い ハ オ リ ムシ ， シ ンカ イコ シ オ

リェ ピ とj4M 。。c・,iｓ.£・i ゐ。,ｓ。 少 し 離 れ てシ ンカ

イヒ バ イガ イの仲 間 ， さら に 離 れ て細 かい 数ｍ 程

度 の ゴ ミ の よ うな 海 綿。 そ れを 大 き く取 り巻い て

ジ ャガ イモ型 の 直 径5 ～10cm の 海 綿 ， 希 に 直径

1.5c・ く らい の大 型 の甃 貝 も見え る 。 平 ら な 岩盤

上 の え ぴ類 は 約50 個 体 ／50 ×50a と 高 密 度 であ

る （写真 ７）。 シ ン カ イビ バ イリ ガ イは ３匹 あ る

い は ５匹 づ つ ， と こ ろ どこ ろ に散 在 して お り。 ２

× ２ｍ あ た り20 匹 程 度 で ， 大 き さ はｌｃｍ 級 の小

さ い 物 か ら10cm く ら い の も の まで 見 える が ，全

般 的 にあ ま り大 胆 で はな い 。 全体 的に 個体 数 で優

占 す る も のはAlvbtotajis とLebbctts お よ ぴ シ ンカ

イヒ バリ ガ イであ る 。 そ し て生物 量 とし て は む し

ろ 露 岩の 表 面 を 覆 う海綿 （写 真 ８） が優 占 し。自

由 生 活者 で は 大型 の シ ンカ イコ シ オリェ ピ （シ ン

カ イヒパ リ ガ イの佃 体数 の約 数分 の 一） が多 い。

ピ ラ ミ ッドサ イ トに は大 型 の ハ オリ ムシ ， シ ロ ウ

リ ガ イ， ミョウ ガ ガ イが ほ とん どい な い 。

11 :27 ベ イ ト ト ラ 。プ を設 置。

|ﾕ:31　 異 常 な 形態 のエ ピ を発 見 （写 真 ９）。 他

の エ ピに 比 べ て長 さは １． ３倍 位 （約7al －8c ・

程 度 ）， 太 さは ２倍以 上 で， 頭胸 部か ら 体 の約2/3

を 蓑 を披 っ たよ うに ‘’苔¨ か 生え てい る 。 こ れは

乳 白 色半 透 明 の 体色 一白 い 眼 球 ・ 長い 顯 角 ・ 細い

歩 脚 を もつ こ とか ら,  Ai ・i,ｌｇａｒisの 老 成個 体 と恩

わ れ る。 こ の ’`苔I’ は細 薗 の フ ィラ メ ン ｝と思 わ

れ る が， 生 態 的 意義 は未 詳 。

11 :34　 ヒ パ リ ガ イが刮･い て い る 岩 石 やAlmr 。

ｇ ４. ＆&a,l,s の 採 集 を始 める 。

11 :58 手 網 で コ シ オ リェ ビの採 集 を試 み る 。

12 : 12　 イ バラ ガニ の摂 食行 動 の 観 察。

12 : 19 マ ニ ピ ュ レ ー タ で イバ ラ ガニ の 探 集 を試

み る。
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12:38　 ゲ ン グ 類 が 海底 に 着 座 し て い る 。 多 く の

場 合 丸 ま っ た 姿 勢 を と り ， 畤 に は こ の 姿 勢 の ま ま

水 中 に 浮 か ぶ もの もあ る 。 周 り の １ つ の 岩 の 上 に

Hatricia ｓｐ.が ４ 匹見 え る 。

12:48　 ピ ラ ミ ッド の 上 ・中 段 部 に は 激 し い 熱 水

の “ゆ ら ぎ‘’状 噴 出 があ り， こ れ 自 身 チ ムニ ー で

あ る 。 チ ム ニ ー はParalvinelta kessteri の 棲 管 が 覆

い 。 さ ら に 餌 角 が 椙 広 い コシ オリエ ビが 蝟 集 し て

い る。 こ の コ シ オ リエ ピ はピ ラ ミ 。ド の 上 に 上 が

る ほ ど段 々 量 が増 え 。 チ ムニ ーの 頂 上 の 回 りに は

そ の 全 部 を 被 う よ う に密 集 し てい る （写 爽10 ）。

ま た， チ ムニ ーの 諦 処 に は ケ ヤ リ ム シ類 の 多 毛 煩

が 付 着 す る 。

13 : 04　 ピ ラ ミ フ トサ イ ト か ら 離 れ て シ ロ ウ リ ガ

イ サ イ トに向 か う。

13:16　 シ ロ ウ リ ガ イの 死 殼 が 絞 く。 港 岩 の 上 に

ハ オ リ ムシ や 海綿 が 見 え る。

14:01　 途 中 細 い ハ オ リ ム シ と Ｓ， ６匹 の シ ロ ウ

リ ガ イ を視 認 。Henricia s ｐ.が 多 数 見 え る 。

14 : 12　 シ ロ ウ リ ガ イサ イ ト に 到 着 。 大 型 の ヒ バ

リ ガ イ ２匹 が 見え る 。

14 : 34　 タ イプ ＃184 ）で 設 置 し た ，折 り 畳 み 式 ベ

イ ト ト ラ ップ に 若 い イ バ ラ ガ ニ や 大 最 のAtvino-

Eaｙlｓ.£ei&11･３ が 入 っ て い るC 写 真11 ）。 こ の ト ラ

ップ の 回収 は 翌 日の タ イプに 期 待 す る。

14:41　 大 型 の イバ ラ ガ ニ を マ ニ ピ ュ レ ー タ ー で

如 疸 す る。 淡 黄色 の 体 色 ，歩 驛 の 各 節 が 偏平 で ，

前 後 端 に 櫞 錮 状 に 棘 が 韭 ん で い る 甲 輟15c ・ に 達

す る 大 型 種 で あ る 。 こ の 種 は 南 奄 西 海 域 の穢 顫

Ｆａｓj 回 心 鈿ｓｓlｓｄ Takeda &  Hashimoto.  1990 【 駿

河 湾 産 の 戸ａｙｓ洳lis ｃriｓｌａｌｌ Takeda ＆Oht ａ，1979

の 近 縁 種1 と は 互 い に 近 距 離 であ る に も 関 わ ら ず

別 棟 と 考 え ら れ る が ， 癶1．1．1s 。。rilli Iこ極 め て

類 似 す る。

14:53 雕 底 。

４． 考　 察

本 邦の 太 平洋 岸 に は 太 羊 洋 プ レ ー ト とフ ィリ ピ

ンプ レ ー ト の沈 み 込 み と関 連 し て 深 海 冷 湧 水 生物

群 集 が数 多 く 発 見 さ れ ． そ の 生 態 学 的研 究 か 盛 ん

で あ る （01ta and Lav  bier. 1987 ； 太 田 ほ か ，

1987 ； Sakai el al..1987 ； Hashimoto ｌｌ at.. 1989 ；

太 田 （繝 ），19903. し か し ， 従 前 は チ ムニ ー を伴
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う 大 規 模 な 高 温 熱 水 噴 出 現 象 と そ れ に 会 合 し た 旺

盛 な 熱 水 喰 出 孔 生 物 群 集 が 本 邦 周 辺 に 確 認 さ れ て

お ら ず ， む し ろ 諸 外 国 と 共 同 し て マ リ ア ナ や 北 フ

ィ ジ ー ， マ ヌ ス な ど 遠 隔 地 の 背 孤 海 盆 の リ フ ト 系

調 壼 に 参 加 す る こ と に よ っ て 観 察 と 研 究 詣 材 を 得

て い た （Ok ｕｌａｎｉ ａｎｄ Ohta. 1988 ； Hessler  et ｓl..

1988 ； Stein eX al.,1988 ）．19a8 年illl 縄 海 盆 の 伊 平

屋 海 嶺 ・ 伊 是 名 海 穴 海 域 に 高 温 熱 水 噴 出 現 象 と 豊

窰 な 生 物 群 築 の 存 在 が 報 告 さ れ 始 め （加 藤 ほ か ，

1989 ； 木 村 ほ か ，1988 ； 田 中 ほ か ，1989 ）， プ

レ ー ト の 集 東 と 発 散 と い う い ず れ も 「 地 球 テ ク ト

ニ ク ス に 支 え ら れ た 深 海 生 物 群 集 」 （太 田 ，1988 ）

を 統 一 的 に 研 究 す る フ ィ ー ル ド に 恵 ま れ る こ と に

な っ た ．

ガ ラ パ ゴ ス ・ リ フ ト の 水 深2500m か ら ． 地 質 学

者 と 化 学 者 た ち に よ っ て ，1977 年 度 に 初 め て 熱 水

噴 出 孔 に 会 合 し た 濃 密 な 生 物 群 集 が 発 見 さ れ て 以

来 ， 各 学 問 領 域 の 活 発 な 研 究 が 進 ん で い る ． そ こ

に 住 む 大 型 生 物 は 化 学 合 成 独 立 栄 養 細il と 共 生 関

係 を も っ て お り （Felbeck.1981 ； Cavanaogh ｆｊ

ａｌ.,1981 ）. 熱 水 噴 出 孔 環 境 で 十 分 な 成 長 を 見 せ

る （Hessle ｒ and Smithey. 1963 ）． 熱 水 噴 ｌ 孔 で 自

由 生 活 を す る 化 学 合 成 独 立 栄 餐 細 菌 か 発 見 さ れ

(Lillcy el 1983 ； Jannasch and Mottl. 1985),

そ の 生 態 系 の 基 礎 生 産 は 化 学 合 成 に よ っ て 支 え ら

れ て い る こ と が 知 ら れ る よ う に な っ た(Jannasch

and Ｍ・Ul.1985 ）． し か し ， 自 由 生 活 化 学 合 成 細

・ 以 外 に も 大 型 生 物 が 熱 水 噴 出 孔 群 集 で 基 礎 生 産

を 支 配 し て い る こ と が 示 唆 さ れ た(Jannasch.

1985 ；亅・hn ｓｏＩ ，laj..1986 ）． そ こ に 密 集 し て 住 ん

で い る ハ オIJ ム シ ， シ ロ ウIJ ガ イ ， そ し て シ ン カ

イ ヒ パIJ ガ イ な ど の 鯱 も 優 占 す る 穩 だ け で 湿 重 量

が20 －30kg ／m2 を 越 え る こ と を 鋭 明 し な け れ ば

な ら な か っ た か ら で あ る （So ●ｅrｏ ei ａｌ..1983 ；

Hessler fX 1983 ； Laubier ａｎｄ Desbruyeres.

19 剖 ）．

伊 平 屋 の 未 記 職 種 の シ ロ ウ リ ガ イ 顫 も ヘ モ グ ロ

ビ ン に 富 む 血 液 ， 退 縮 し た 消 化 管 ， 異 常 に 肥 厚 し

た 鰓 お よ ぴ そ の 産 状 か ら ， 相 模 湾 や 日 本 海 溝 ・ 千

尚 海 溝 な ど の 冷 湧 水 帯 の 堆 秘 底 に す む シ ロ ウ リ ガ

イ 矧 な ら ぴ に 東 太 平 洋 海 膨 の 熱 水 ペ ン ト 域 の 岩 盤

上 に 生, 皀 す る ガ ラ パ ゴ ス シ ロ ウIJ ガ イaCy 介

toge･･ ａ ･･lg粐1 呎 ａ･ の 両 者 に 共 逝 し た 生 態 を 有 し て
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い る こ と が 示 さ れ た。 蟋 廸麈 に 共 生禰 喘 を充 満 し

たbact ｅｒｌｏｃｙtｅｓ層 が 奴 察 され ， 固 定 サ ンプ ル の

光学 顕 微 鏡 観 察 で 鰓 釛 鏃 内 に 多 量 の 無 槻 碓 黄 の析

出納 蓆1が 見 ら れ る こ と か ら。 硫 黄酸 化 型細 閑 を 宿

す もの と 推 定 さ れ る。

沖褐 背孤 海 盆 の シロ ウ リ ガ イが体 の 半 分 以 上 を

堆 積 物 に 根 めて い る の は ，多 くの 斧足 網 の 生 壟上

も っ と もな こ と で あ る 。 筆 者 ら が 日 本 の周 辺 お よ

ぴ マ ヌ ス 海 盆 で 発 見 し た シロ ウ リガ イ類は い ず れ

も 例外 な く堆 積 底 に す み ，か つ ，あ る 条件 の も と

では 堆 積 物 の な か を歩 き碍 る(Ohta and Laubier,

1987) 。 火 成 岩 お よ び熱 水析 出 物 の岩 盤 か ら な る

ピ ラ ミ ッ ド サ イ ト で は ， 殆 ど の熟 水生 物 の メ ン

バ ー が 見 ら れ る が ， シ ロ ウ リ ガ イ は 見 え な か っ

た。 日本周 辺 の現 生 シ ロ ウリ ガ イ類 は い ず れ も堆

歓 物 を 必 嬰 とす る グ ル ー プ で あ る ら し い 。 し か

し ， ガ ラ パ ゴ ス やEPR な ど の シ ロ ウ リ ガ イ はほ

と ん ど が 岩 の 隙 間 に 斧 足 を挿 入 し て住 んで い る

(Ｈｅｓｓleｒ ft al.｡198S) こ と か ら ， 同 属 に も か か わ

らず 著 し く 異 な る 環 境 に 適 応 し うる シ ロウ リ ガ イ

属 の 進 化 や ， 生 活 法 な ど を 比 較 す る 価 値 が あ ろ

う。

な お ，伊 平 屋 産 シロ ウ リガ イ頸 の 殼 内 郎 から 採

集 さ れ た 寄 生 性 多 毛 煩 は ミ ナ ミ ヤ ド リ ゴ カ イ

Shink ●1 1011gipedat● Ｍｉｌｒｌ ＆Oh12 、1991 お よ び

Branchipolynoe ｐｅttｉｂｏｎｃａｅ Miura ＆11ashlmot ０.

1991 と い う新 穩 と し て発 表 され た。

中 西 部 太 平 洋 域 の マリ ア ナ背 孤 海盆 ， マ ヌ ス海

盆 や 南 太 平 洋 域 の 北 フ ィジ ー海 盆 。ラ ウ 海盆 な ど

の 熟 水喰 出 孔 で最 も 目 だち ，か つ ，体 内 に 共 生 す

る 化学 合 虞 欽 立 栄 餐細 菌 を 持 つ こ とで 生 騾 的に み

か け 上 生 産 者 の 地 位 を 占 め た の がAl ｖinie・ncha

hessleri やIfremeria nautilei な'ど の 巻 貝 で あ
ウ た

が( Ｂ・th  et al., 1986 ； Oht 。1988 1n Hessler et  a!

1988 ； Sl≪m el ａｌ.｡1988 ； STARMER-Niulile pa ｒ･

ticip●ｎts. unpublbb･ ≪d d ●la)， 沖 縄 熱 水 海 域 で は

ＥＰＲ と 同 橡 ， あ る い は 日 本 周 辺 の テ ク トニ ク ス

に 文え ら れる 特 殊深 海 生物 群 集の 例 に 漏 れ ず， シ

ロ ウリ ガ イ順 と ハ オ リ ム シ顫 であ っ たこ とに 改 め

て注 目す る必 要 があ る 。

シ ン カ イヒ パ リガ イ槊の 鰓 糸の 蕃 本 榊 造 は 糸鰓

順 に 属 す る が， 各 ラ メ ラ は 異 常に 岨jｔ く 発 達 し

( 写 真12) ， シ ロ ウリ ガ イ笥 と同 様。 鰓 観織 に 共生

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH{1991}

細 薗 を保 有 し て い て ， 消化 管 ・鰓 の 解剖 と光学 顕

微 鏡 観 察 上 の印 象。 鰓 で集 め た懸 濁 勧 を か すめ 取

る と思 わ れる多 毛 類 が 鯰 に よ く外 郎 寄 生 し てこ と

か ら ， 周 辺 廊 水 に 懸 濁 す る 自 由 生 活 化 学 合 成 細ｉ

塊 の 濾 遇 食 も同 時 に 効 率 よ く 行 う 混 合食 者ml ｘ・t･

ｒｏｐｈ と考 え ら れ る。

ハ オ リ ムシ 門 は1977 年 ガ ラ パ ゴ ス リ フ ト 系 で初

め の 免 見 さ れ て 以 来 ， 今 ま で ５ 科10 種 （Ｊｏａｅｓ，

1985,1987,1988 ） が 発 表 さ れ て い る 。 こ れ に は

日本 やフ ァ ン ・ デ ・フ カ な ど の もの が 含 まれ てい

な い 。 伊 平 屋 産 の 大 型 の ハ オ リ ム シ はLamelll･

braehiida に 属 す る も の と 推 定 さ れ る が,  Lanwlli-

あ・ｆゐia barhami  (Webb.  1969), メ キ シ コ 湾 の

jJ－・1心,・ 鳧sａ （Ｈｅｃｋｅｒ.198S ） な ど Ｌａｍｅｌｌｉ･

brachiida は 本 来 冷 湧 水帯 での み 知 ら れ る グ ル ー

プ であ る。 伊 平歴 産 の も の は鰓 突起 が 細 く， 綛 糸

も短 く ，樅 管 が 後 方 に向 か っ て テ ーパ ー し， 閧 口

部 の 近 くに 何 段 もの ラ フパ 状 の ひだ を持 って い る

こ と か ら ，相 模 湾 の も の と は 違 う種 類 （太 田 ，

1991b ） と 思 わ れ る 。 認 突 起 は 全 体 的 に 花 が咲 い

た よ うな 感 じ で， そ れほ ど大 き くは ない 。 綛 糸は

血 管 中 のヘ モ グロ ビ ンで 赤 く見 え る 。体 に は洲 化

器官 系 が全 く黠 め ら れず ， ゼラ チ ン状 で脆 弱な 栄

養 体 組 織 に 共 生 細 菌 を保 有 してい る 。

大 型 の 捕 食 者 と し て イ ラ コ ア ナ ゴ 頚 Ｓy叫 μ・

&ｍ･･dl･･l sp. お よ び イバ ラ ガニ 煩 が よ く出 現 し た。

ゲ ング 槊 は 密 集 し た 群 集内 に 圃有 の穩 で あ り， 群

集 の 外 で は 見 ら れな い 。当 然 抑 食者 と推 定 した い

とこ ろ だが ， ベ イ ト トラ ップ に全 く 誘引 さ れな い

し， 延 べ ４ 回 の 潜航 観 察中 に も摂 餌 する様 子 が覩

察 さ れ てい な い 。 ま た ， その 植 も確 定 きれ ていな

い ので ， この 種 を採 集 すべ く スラ ープ ガ ン の 装備

を 強 く銀 む。

ぷlji･tocarisや £ｅ恥cl,s は 細 い ハ オ リ ムシ の 群 の

中 ， シ ロウ リ ガ イサ イト ， ピ ラ ミ ッドサ イトのい

ず れ に お い て もた く さん出 現 し た。 また 。 ベ イ ト

トラ ップ や破 砕 し た 二枚 貝に 対 す る 彼 ら の 活 発な

反 応は す でに 記 し た。 しか し シロ ウ リ ガ イな ど の

二 枚 只 を 直接 に 捕 食 で きな い 彼 ら の 主 食 は 阿であ

ろ うか 。 ハ オリ ム シ顫 が軟 体 郎を出 す と きに ， そ

れ を摘 んで 食べ る可 能 性が あ る。 イバ ラ ガ ニ 自 身

は 緩慢 な 據 食者 であ る が。 イバラ ガ ニ が 二 枚 員 を

ア タ ッ ク した場 合 に は ， すば やいエ ピ 類は 当 然そ
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の 相伴 に あ ず か れる で あ ろ う。 お そ ら く 彼 らは

ｇｅｎｅｒaliｚｅr と して あ ら ゆ る餌 食 物 を利 用 して そ

の高 い ポピ ュレ ーシ ョン を維持 して い る ので あ ろ

う。

助 作 が極 めて緩 慢な シ ンカ イコ シオ リエ ピ 類は

何 を捕 食して い るので あ ろう か。 特 に額 角が 広い

シ ンカ イコ シ オリエ ピがチ ムニ ー上 に密 集 してい

る のは。 高熱 と有 毒雰 囲気 に対 す る高い 耐性 を武

器 として ，他 巷 が入 り込 めない ハ ビタ ットで エ ラ

ゴ カイな ど を捕 食して い ると襤 定 され る。

前 年度 に現 場に 放置 し た手綱 が， 木綿 厦 の ネ フ

ト のみ何 ものかに ‘1食 ぺ られてI･ し まい ， フレ ー

ム を柄に 縛 り付け た ピニ ール紐 は無 傷 の ま ま残 っ

てい た。 セ ルロ ース 質の 木綿 を利用 で きる生 物 も

存在 す るの だろ うか。

熱 水噴 出孔 の代 表的 な生 物で ある ハ オIJ ムシ，

シロ ウ リガ イお よび シ ンカイ ヒパ リガ イな どの 遷

移 を覿察 し。 熱 水噴出 孔 自体 の消長 と対 応 させ よ

う とす る研 究 があ る(Hessler ・laj.｡1985.1988 ）。

こ の仮説 に従 えぱ ， ハ オIJ ムシが生 きて い るの は

ま だ熱水 噴出 が盛 んで あ るこ とを示 して い る。 シ

ロ ウリ ガイ サイ トに は まだ まだハ オリ ムシ とシロ

ウ リガ イ， また数 的に は やや少 ない が シ ンカイ ヒ

バ リガ イ類 が繁栄 して い るこ とか ら，こ の 地域 の

生物 の橡 相は ま だ青年 期的 な状 態で あ るこ とが 生

珊学的 に は予 想 され る。 しか し。 熱水 の化 学的 ・

地 質学 的特 性 の時 問 変 化 の研 究 （Ｃａｍｐｂｅｌ）ｄ ａｌ.｡

1988 ）｡ そ の物 理 ・化 学的 要 因 に 対 応 して 麌化 す

る 生 物 相 に 閼 す る 研 究 （La ｕbier ａｎｄ Ｄｅ･

sbruyeres.  1985 ； Hessler et ｓl.｡1985.1988 ； Fes-

ｌｅｃ sｈzj.｡1987 ）， そ の熱 水域 で の化 学 ・生 物学 的

な 相 閲 関 係 の研 究(Johnson et ａｌ.,1988 ） な ど も

こ の 地 域 を モデ ル と して 爽施 し たい とこ ろ で あ

る。

伊 平展 小 海嶺， と りわけ シロ ウlj ガ イサ イト の

高密 度生 物群 築 を‘･熱水 性” 生物 群集 とみ な した

が。 こ の現場 自体 に は高 温熱 水の 噴出 は見 ら れな

い。 シロ ウ リガ イサ イト は， 堆積 物 に 覆 われ たjlll

扁 舟 状背 孤 海盆 の熟 水域 の特 性 （能生 ほ か, 1991

；石 橋ほ か.J991 ） に付 随す る低 温性 の メ タ ンに

富 む噴出 孔で あ る可 能性 もあ る。 後に 述ぺ る棘 皮

動物 が多 産 するこ と， 捕 食性 の魚 類が 容易 に出 人

り す る こ と もこ の 可 能 性 を 示 唆 す る。 と ま れ｡
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･I熱 水 性･’生 物 群 集は 決 して 直 接 に熱 を末 めて 生

活す る訳 では ない。 直接に 熱 を （あ るい は温 度差

を） エ ネルギ ー源 に利 用で きる生物 は地 球惑 星に

は存 在 しない。

従 来， 棘皮 動物 は海 水中 の化 学成 分に 極めて 敏

感 な生物 弉 と考 えら れ。 熟 水噴 出孔で は 硫化 水棄

や 重金属 が， 湧出 幣で は芳 香族 炭化 水素 な どが充

満 す る 環 境 に 侵 入 で き な い と見 な さ れ て き た

(Hessler eX al.. 1983 ； Crassle otal. ，1986）。 特 に

微 量愈 金属 の存 在が棘 皮勣 物 の発生 を阻 害 する効

果 は有 名であ る。 し かし， マ リア ナ賣孤 海 盆，北

フ ィジ ー 海盆,  13*N の 熱 水 噴 出 孔 の す ぐ 近傍 に

ウ デ ボソ ヒ ト デ科 Ｂｒisin81dae が 多 産 す るこ と が

気づ か れて い た （太田。 未発 表）。 また， 北 フ ィ

ジ ー海 盆熱 水 噴 出城 のSI.14 で 散 開性 の熱 水噴 出

孔 の閨 口部に シ ンカ イヒ バ リガ イ ・ハ オリ ムシ と

共 に未 記職 種 の クルマ ナマ コ の1  fit Ckiridoiu sp.

が， ま さし く熱 水噴 出孔 にパ ウ ンド して多 産 して

い た （太田。 未 発 表）。 さら に 熱水 環 境 で はな い

が， 相擺 湾 冷湧 水地 域で シロ ウlj ガイ の濃密 ベ ッ

ド 中に， 大 型で ５腕 の叉棘 目 ヒトデ科 のウデ ナ ガ

ヒ トデ がシロ ウ リガ イの殼 をこ じ匪 け，匍 食 して

い る様 子 と小型 のク モヒ トデ も多 敷隹 んで い るこ

とか発 見 され たでい る （太田 ，1991a ）。

沖縄 背孤 海盆 では ，必 ず しも熱 水噴 出孔 の近 傍

とはい えな いが， 棘 皮動 物が 無視 し得 ない 密度 で

発 見 さ れた。 沖 縄背 孤 海 盆の 熱水 噴出 孔 が地下 に

お いて 沸騰 （気 液分 離） を起 こ した可 能性 があ る

こ と （酒 井ほ か，1991 ）， 島 孤 マ グ マ 型 の 熱 水系

で あ るこ と （石橋 ほ か｡1991 ） など から， 商 濃度

の 硫化 水素 や重 金属 を必 ず しも含 んで い ないこ と

に 関係 して いる と も考 えら れる が， 練皮 動物 に も

熱 水Ｑ 境に 適応 し た種 類が 存在 するこ と を真 剣に

考 慮 しなけ れぱ な らない で あろ う。
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写 臭 １ ． 岩 の 上 の 細 い ハ オ リ ム シ の 群 れ.
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ば す 人型のハ オリムシ

Pho10.3.1.arger vestimeiitifcrai] tube worm proirtid･

ing shorl Kill li】ame●ls an(lel)UIracul●ｍ.
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Piat０.1.Spen 黔s ｏａ the t ｕｂｅ５ ０１ slender  vcs･
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PhOt ０.

デ
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|･ｏｃｋ.
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写 真 ６ ． シ ロ ウIJ ガ イ ベ･ ，卜 中 の ク モ ヒ ト デ

P11．1．.6. ６μJil･ｓ-lyl ｘ opbiuraids anlQllg the Ca 』.ゆ･

j4grlj･i bed.
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写真．７．ピラミ ッドサ イトでの２椌頌のえ び．倍度は　　 写真10.

50 惆体 ／50 ×50eｓに遥する

Phc10. ？. ０ｅｎsc patch of  two species 01 the shrimps　　Ph01Q ∠

Alvintxari･ｓ and £４&als.
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ピ ラ ミ ７ ド の 頂 上 岡 辺 を 詼 う よ う4こ蝟 集 す る

コ シ オ リ ヱ ピ 類

10.GIlalheid crabs with broad r ｏslrｕｍ ａＳＳ:re･

gale and ｛overthe nank oi lhe chi*i  nり･ o1

11e Pyramid Silc.

写 真 Ｈ ． 折 り4'1み 式 の べ ４卜 ・ ト ラ ッ プ中 の 若 い イ バ

ラ ガ ニ

P 】Iol･.II ，YQ ●;IS stone crab. 鳬M19111s Sp- ill  the  dls･

lcn ｓible baiUr ３ｐ･

幅 広 く 発 遥 し て い る

PIlolQ.12.Pjlolggral 】11 af a ll岬sfl 夘ｅｎｅｄ slxnviny
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